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研究成果の概要（和文）：コミュニティにおける言語の壁を超えた多言語コミュニケーション支援環境を構築すること
を目的に、①多言語コミュニケーションツール課題のパターン化，②ケーススタディを踏まえた多言語間知識伝達のプ
ロセスと実現性の分析，に関する研究を行った．①では，国際的活動および多文化共生活動組織の活動現場において，
コミュニケーションツールの導入観察および問題点抽出を行い，コミュニケーション支援の類型化を行った．②では，
機械翻訳と人的サービスによる多言語間知識伝達の可能性について検証し，最適なインターフェースの提案と統制実験
による評価を行い，その有効性を示した．

研究成果の概要（英文）： This study suggests a model of building the multilingual communication support en
vironment in the community. Therefore, we investigated the following two points: 1) Patterns of multilingu
al communication tool challenge, 2) Analysis of the feasibility and the process of multilingual knowledge 
transfer based on the case study.
 First, at the NPO activities of two types (medical field, agricultural support), we have introduced of mu
ltilingual communication tool and observed the problems in the introduction process. As a result, we class
ified them.
 Next, we focused on multi-language communication by a language translation Web service workflow represent
ed by the YMC-Viet Project. In addition, we analyzed how Japanese bridger should intervene in the flow to 
raise the translation quality. As a result, Japanese rewriting task with original sentence and translated 
sentence using machine translation as follow-on rewriting service is more fluency than other services, wit
h nearly equal adequacy. 
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１．研究開始当初の背景 
	
 機械翻訳技術は，多くのポータルサイトで
提供され始めているが，その翻訳精度の低さ
が問題となっている．一方，異文化コラボレ
ーションの分野では，近年，国際交流や多文
化共生の高まりと環境からこれまでの単一
言語（英語）による活動から ICT技術を利用
した多言語間コミュニケーションが注目さ
れ，母国語によるコミュニケーションを可能
とする機械翻訳の需要が増大している． 
	
 そこで課題となるのが，コミュニティの中
でどのように集合知を形成し，機械翻訳技術
等を利用し，コラボレーションを実現してい
るのか，また，その実現を支援する環境をど
う構築するのか，である． 
	
 これまで、機械翻訳を用いたコミュニケー
ションの研究は行われてきているが，実際の
現場の質的評価を行い，そこから得た結果を
フィードバックする現場主導の研究はまだ
少ない．そこで，本研究では，国際的な活動
現場をフィールドとしたコラボレーション
分析と統制実験による課題解決を試みた． 
  
２．研究の目的 
	
 本研究では，以下の 2テーマを追求する． 
(1) 多言語コミュニケーションツール課題

のパターン化 
	
 留学生・在日外国人を目的とした多言語コ
ラボレーションツールの開発研究はされて
いるが，現場のニーズに合わせたツール展開
はまだ少ない．また，機械翻訳の翻訳精度上
の課題から有効な適用範囲も考えられる．そ
こで，国際的な活動を行っている組織におい
ても，ツールの最適な活用方法が分からず、
適用されていないという現実がある．そこで，
国際的な活動を行っている NPO の協力のも
と，フィールドに基づいたツール活用時の問
題点を明らかにし，パターンランゲージを用
いた記述を行うことを目的とする． 
 
(2) ケーススタディを踏まえた多言語間知

識伝達のプロセスと実現性の分析 
	
 国際的な活動において言語の壁を問題と
する組織を対象に質的評価を行い，現場を観
察・分析することで，実問題の抽出を行い，
具体的な解決策を導くのが目的である．具体
的には，モノリンガルボランティアを機械翻
訳と組み合わせることにより，多言語間の知
識伝達を可能にするフローを検証し，提案・
評価を行い，最適化することが目的である． 
 
３．研究の方法 
(1) 多言語コミュニケーションツール課題

のパターン化 
	
 2007年からサービスを展開し，2013年度
時点で 16 カ国 148 組織が参加している言語
グリッドの事例等を基に，機械翻訳を用いた
多言語コミュニケーションの実例を分析し，
課題抽出を行うとともに，現場導入における
問題点を明らかにする．利活用事例によるコ

ミュニケーション形態および，フィールドの
ニーズ調査による支援形態の類型化の双方
から，パターンランゲージを用いたコミュニ
ケーションの記述を行う． 
 
(2) ケーススタディを踏まえた多言語間知

識伝達のプロセスと実現性の分析 
	
 NPO パンゲア，京都大学情報学研究科ら
が取り組むYMC-Vietプロジェクトをフィー
ルドとして，多言語間における知識伝達のフ
ローを分析する．その上で，問題点を抽出す
るとともに、モノリンガルボランティアの関
与の可能性とシステム提案を行い，統制実験
による検証を行う． 
	
 
４．研究成果	
 
(1) 多言語コミュニケーションツール課題

のパターン化 
1） パターンランゲージによるコミュニケ

ーションのモデル化 
	
 教育分野での多言語教材の共有化に焦点
を当て、パターンランゲージによるモデル化
の提案を行った．具体的には，Web教材作成
における学習オブジェクトのパターン分析
と言語グリッドとの連携モデルについて検
討を行った． 
 
2） 国際的活動および多文化共生活動組織

のコミュニケーション形態の類型化 
	
 多文化共生センターきょうとの協力のも
と，日本語の理解が困難な入院患者と看護師
とのコミュニケーションを支援する「ぷち通
（多文化共生センターきょうと、和歌山大学
との共同研究）」の京都大学附属病院への導
入過程を観察するとともに，現場導入および
利用における問題点の抽出を行った．Webサ
ービスを中心としたシステムでの支援の場
合，ネットワーク環境の確保および、対象の
ユーザを絞ったインタフェースの検討が必
要であること，現場支援者の導入支援の重要
さ等具体的な課題抽出を行うことができた． 
	
 さらに，NPO パンゲアらが推進している
YMC-Viet プロジェクトにおける翻訳支援フ
ローの分析を行った．具体的には，共通言語
のない環境でモノリンガルのみの支援によ
り情報伝達がどのように成立するのかにつ
いて分析を行った．特に，モノリンガルの機
械翻訳の利用前後におけるモノリンガル支
援者の編集作業に注目した．その結果，モノ
リンガルの翻訳前編集の方法をカテゴリ分
類し，情報伝達への影響との要因を調べ，情
報伝達を円滑に行うためには，一定のルール
を設ける必要があることを明らかとした． 
	
 以上の２つのフィールド調査から，多言語
コミュニケーション支援においては，支援対
象者の状況とコミュニケーションの目的と
翻訳品質の精度などのパラメータにより必
要となる支援環境やツールが異なる．コミュ
ニケーションの重要性が高まるにつれ，ツー
ルにおいても汎用性ではなく，そのコミュニ



ケーションのフィールドに合わせた専用ツ
ールが必須であることが分かった． 
	
 本研究のゴールであるコミュニケーショ
ン形態および支援形態の類型化の見通しを
つけることはできたが，パターンランゲージ
での記述は今後の課題となる． 
 
(2) ケーススタディを踏まえた多言語間知

識伝達のプロセスと実現性の分析 
	
 NPO パンゲアらは，児童を介して農業等
の専門的な情報を保護者に届ける「子ども達
を介したコミュニケーションモデル：Youth 
Mediated Communication Model」に基づき，
国際間で利用可能なサービスグリッド型農
業支援システムを開発し，途上国支援に取り
組んでいる．YMC-Viet Projectをケーススタ
ディとし，翻訳連携プロセスにおける人的サ
ービスの最適化を目的に，書換えサービスの
情報提示における検討とその評価を行なっ
た．具体的には，機械翻訳連携サービスにお
ける多言語間コミュニケーションにおいて，
人によるサービスが機械翻訳によるサービ
スフローにどのように介入することで，低コ
スト高品質な翻訳結果を得られ，ボランティ
アの介入者に受け入れが可能であるのかに
関して実験・分析を行なった．図 1が今回提
案を行った知識伝達フローの概要図である． 

図 1	
 YMC-Vietにおける知識伝達フロー 

 
	
 非専門家がどのような手法で書換えサー
ビスを行なうのが最適であるのかについて，
翻訳前編集である翻訳リペアサービス（図
2(a)）と翻訳後編集である書換えサービス（図
2(b)）さらに，提示する情報を変化させた書
換えサービス（図 3(c)）による比較実験を行
い，ユーザインタフェースの違いによる翻訳
品質の評価およびモノリンガルボランティ
アの操作性の検証を行った． 

 
図 2	
 実験用インタフェース 

 
その結果，以下の知見を得た． 
 
1） 日本語ネイティブが機械翻訳サービス

と連携する場合，前編集である翻訳リペ
アサービスと比べ，後編集である書換え
サービスがより流暢で正確な文章を得
ることができるとともに，コスト面でも
大幅に削減することができる． 

2） 後編集である書換えサービスのインタ
フェースにおいては，翻訳結果の日本文
のみではなく，翻訳入力文である英文が
重要である．また，このとき，日本文の
書換え作業を行なうのではなく，出力の
日本文を参考に英文を和訳する傾向が
あることがわかった． 

3） 翻訳サービスに書換えサービスとして
人が介入する際に，翻訳結果として最終
的に得られる日本文の流暢さおよび正
確さにおいて，英語能力はあまり影響し
ないことがわかった． 

 
	
 上記の知見から，多言語間コミュニケーシ
ョンにおける翻訳連携プロセスにおいて，人
的サービスとしては書換えサービスを配置
するのが最適であり，そのインタフェースに
必要な情報も考慮した上で，システム設計を
行なう必要があることがわかった． 
今後の課題として，今回の実験では英語レベ
ルを幅広く想定し検証を行なったが，新卒新
入社員の TOEIC平均点 485点を基準として，
更なる検証を行ないたい． 
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